 (
記入例
)様式第２号（その２）（第８条関係）
 (
SDGsの１７
の
目標のうち適合するものを記入してください。（
『持続可能な開発目標（SDGｓ）の詳細』参照。
複数
記入
可）
)事業計画書（海外国際協力活動）団体名 特定非営利活動法人埼玉国際協力の会（SKK）　 
	事　業　名
	○○国△△州における女性就業支援事業

	ＳＤＧｓへの適合
	目標
	説明

	
	目標１（貧困）
目標８（経済成長と雇用）
	女性の職業訓練を行う当事業は、女性の貧困を防ぐとともに経済成長と雇用促進に寄与する。

	


事業の特色等

審査基準を確認して記入してください。
	Ⅰニーズへの適合：
今回職業訓練を実施する予定の××村のアンケートによれば、××村で夫が戦死した女性は約１００名で、そのうち就業を希望する女性は８５名おり、８割を超える。また、現地は外国資本の縫製工場が多く立地しており、縫製技術を身につけることにより就業につながると思われる。
職業訓練は現地自治体と連携し、地域の復興計画に沿って実施しているため、訓練受講者への生活改善の効果が見込まれる。

	
	Ⅱ自立性・主体性：
訓練の企画立案は現地自治体と連携して行い、自治体職員には主体的に事業に参加してもらっている。

	
	Ⅲ持続性・将来性：
現地の住民２名もスタッフとして本事業に参加している。事業の実施を通して、現地スタッフ２名が職業訓練指導員となり、現地自治体と連携して事業を展開していけるように指導する。

	事業の背景
と必要性
	○○国は内戦で夫が戦死した家庭が多いが、内戦からまだ５年しか経っていないため、現地行政の支援体制は整っていない。また、男性優位な社会状況にあり、女性は家事を行うものとの考えが根強いため、女性の就業が難しく、経済的に困窮するケースが多い。
女性が就業するためには技術を身につける必要があり、現地に多く立地している外国資本の工場の就業人数を増やしたい現地自治体の要請ともマッチする。

	実施日程
	月
	実施事業

	
	７月上旬
８月上旬
９月
１０月～１１月

	現地スタッフとの調整
現地自治体との調整、訓練の企画立案
訓練生募集、選考
縫製技術訓練実施


	
 (
事
業に関わる人を記入
してください。
)



実施体制
	①SKKスタッフ　２名
埼玉太郎（現地訓練の企画立案）
国際花子（日本国内での会計業務）
②SKK現地スタッフ　２名
○○　○○（△△を担当）
××　××（▽▽を担当）
③縫製技術指導者　２名
○○　○○（縫製指導を担当）
△△　△△（○○氏の助手）
④現地自治体職員　１名
　××村女性就業支援センターの▽▽　▽▽

	　他団体の
活動状況
	○○国△△州には女性就業支援センターがあるが、戦後の混乱から十分機能していない。また、○○国内で活動しているNGOは５団体あるが、女性支援をしている団体はSKKのみである。

	受入・協力
団体等の有無


有　・　無
(どちらかに○)
	名称：○○国△△州××村女性就業支援センター

	
	代表者名：女性就業支援センター　センター長　○○　○○

	
	 (
連
携する現地の団体（カウンターパート）があれば記入
してください。
)所在地：○○国△△州××村▽▽

	
	性格：××村役場の出先機関

	
	規模：センタースタッフ　２０名

	
	活動内容：当団体と協定を締結し、事業を実施する。
（センターが職業訓練の場の提供と訓練生の募集を行い、当団体が職業訓練を実施する。）

	実施結果の
公表の方法
(該当する
ものに☑)
	☑　ホームページ
☑　広報紙（名称　埼玉国際協力の会会報）
□　その他紙媒体（名称　　　　　　　　　　　　　　）
☑　報告会等イベント（行事名称　SKK事業報告会（12月開催予定））

	法令遵守等
	当団体は、事業実施にあたり、以下の項目を遵守することを誓約します。
１．事業運営方法は、安全に十分配慮します。
２．対象地域の法に適合し、かつ、公共の秩序、善良な風俗を害する恐れはありません。
３．平和と人権を尊重します。
４．自然環境の保全に十分配慮します。

 (
押印
は不要です
。
)令和５年５月〇〇日
団体名　特定非営利活動法人　埼玉国際協力の会
代表者氏名　　代表　　埼玉　太郎　



